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知・徳・体をバランスよく育てよう

　いつの間にか自宅から学校の間の街路樹が黄金色から深紅に変わり、秋があっという間に十勝野を駆け抜
けていっったことを感じる今日この頃です。ついこの前、学校便りを書いたばかりと思っていたら、あっと
いう間に１０月が終わってしまいました。この１か月は目まぐるしくいろいろなことがあり、私の人生の中
でも最も駆け抜けた１０月だったような気がします。よく「○○の秋」という表現を使いますが、皆様にと
ってはどんな秋だったでしょうか？私の秋はこんな秋でした。
１　学びの秋
　今年は、幕別町、十勝、北海道（旭川市）、全国（岡山県）のへき地・複式教育研究会に参加することが
できました。そのうち，幕別町の複式教育研究大会は本校を会場に１０月８日に行われました。今年度から
本格的に「令和の日本型学校教育」の具現化に取り組んできた本校の研究の途中経過を幕別町内だけではな
く、十勝の先生方にご参観いただきました。その中で「これは今見ることができる最先端の複式授業です
ね。」と、この上なく嬉しいお言葉をいただきました。まさに目指してきたのはそこだったからです。春か
ら職員が一丸となって取り組んできた授業改革の成果の一端を見ていただく研究大会になったのではないか
と思いました。子どもたちの参観しているたたくさんの大人に臆することなく、いつも通り黙々と集中して
取り組む姿は、まさに近未来の学びの姿を映すものであったと思います。
　本当に素敵な子どもたち、そして先生方の姿でした。
　それぞれの研究会で感じたことは、どの学校も「へき地複式校の弱みを強みに
変える取組」を大事にしているということでした。「複式だから○○しかできな
い」から、「複式だからこそ他ではできないこんなことができる。」という発想
の転換によってそれぞれの学校で生き生きと学ぶ子どもたちの姿を見ることがで
き、途別でもできることはまだまだたくさんある！と元気が湧いてきました。
２　食欲の秋
　４４年ぶりに生まれ故郷の岡山に行きました。私が生まれたのは岡山県の県北にある津山市という城下町
です。肉を食べる事が禁止されていた江戸時代、津山藩は近江彦根藩と並び幕府から特別に食肉を許された
藩だったとのことで、「お肉の聖地」と言われていることを今回初めて知りました。牛肉のブロックを数日
干してうまみを凝縮させた「干し肉」（ビーフジャーキーとは別物）、牛肉の骨の周りの肉をそぎ落とした
「そずり肉」、心臓近くの大動脈を開いた「ヨメナカセ」（硬いイカみたい）、B級グルメで有名な「ホルモン
うどん」などこれまで聞いたこともない料理を色々食べました。我が家は母が肉を食べなかったので、子ど
もの頃、このような郷土料理を口にすることはありませんでしたが、今回は幼馴染が岡山市内で津山の郷土
料理のお店を経営していることから、ここぞとばかり勇気を出して挑戦しました。５０数年生きていても知
らない物はたくさんあるのだなぁと感心するとともに、何にでも挑戦してみよう、受け容れてれてみよ
　　　　　　　　　　　　　　うという気持ちがあれば、味覚だけでなく自分を取り巻く世界はまだまだ広
　　　　　　　　　　　　　　がっていくように感じました。食欲の秋というよりも、食を通して自分の世
　　　　　　　　　　　　　　界の広がりを感じたのでした。
　　　　　　　　　　　　　　　みなさまは、どのような秋をお過ごしになったのでしょうか？今、学校で
　　　　　　　　　　　　　　は学習発表会の練習真っ只中です。子ども達にとっては「自己表現の秋」
　　　　　　　　　　　　　　でしょうか？発表会当日はぜひ、子どもたちの頑張りの集大成をご覧くださ
　　　　　　　　　　　　　　い。子ども達は恐らく日常にはない緊張を感じて疲れていることと思いま
　　　　　　　　　　　　　　す。どうか、家でゆっくり休むことや、しっかりご飯を食べて登校できるよ
　　　　　　　　　　　　　　うご家庭のバックアップをお願いいたします。
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１ 金 交通安全指導（藤田）　CIR

２ 土

３ 日 文化の日

４ 月 振替休日

５ 火 児童会（学発）

６ 水 学習発表会総練習

７ 木 モップ交換

８ 金

９ 土 学習発表会

１０ 日

１１ 月 振替休業日

１２ 火

１３ 水

１４ 木 職員会議⑨　A日課５時間授業

１５ 金

１６ 土

１７ 日

１８ 月

１９ 火 幕別教育の日

２０ 水 学校芸術鑑賞事業　15:30下校

２１ 木 避難訓練　B日課５時間授業14:20下校

２２ 金
幕複集合学習②１・２年生　
職員研修⑪

２３ 土 勤労感謝の日

２４ 日

２５ 月 スワディ号

２６ 火
さつない学園教育実践発表会（札中）
13:00下校

２７ 水 分掌会議

２８ 木 児童会⑥

２９ 金 参観日　母の部給食試食会

３０ 土

　11月の　11月の
　　　行事予定　　　行事予定

　鶴一家の学校見学
ある日の午後、２階で勉強していた子ども達が、「グラウンドに鶴がい

る！」と知らせてくれました。見るとそこには悠々と一列になってグランドを

横切る４羽の鶴が。真ん中の２羽は、頭が灰色なので恐らくまだ幼鳥

なのでしょう。その姿を見ている時に私の頭の中でこんな鶴たちの会話

が聞こえてきたような気がしました。

　つる坊「お父ちゃん、ぼくもこの学校にいきたいな。」

　つる母「あら、お前もそんな年頃になったのね。」

　つる父「見学に行くなら、ちゃんと人間の姿になって行かなくちゃ、学　　　　

　　　　校に通わせてはもらえないよ。お前にそれができるかな？」

　つる坊「できるよ！ぼく、最近上手に人間に変身できるようになった　　

　　　　よ。ほら見て！。」

　つる母「いいわねぇ、じゃ、みんなで行ってみましょ。ちゃんと一列に　　　

　　　　なって人間のように歩くのよ。」・・・・

　本人たちは鶴だとバレていないと思って悠々とグラウンドを横切ってい

きました。鶴の通う学校なんて、十勝広しと言えど途別小しかないので

はないでしょうか。鶴も通ってみたくなるような学校「途別小学校」・・・

素敵だなぁと、ひとしきり想像を楽しんだのでした。

脱穀が終わりました。
次は、いよいよ・・・

　去る、１０月２２日、 脱穀作業をしました。

前日からお父さん方にお集まりいただき、準備を整えました。収

穫した稲穂を、米の姿に近づける作業です。毎回の事ですが、お

父さんたちの手際の良さにはびっくりさせられます。今回も絶妙

なチームワークで作業を完了させ、本番を待つばかりとなりまし

た。当日も朝は寒々しいお天気で、どうなることやら？と思った

のですが、やはりそれは途別小！！またもや見事な大逆転で暑い

くらいの陽気の中での作業となりました。

　気になる今年の成果は、４１．２キロ（精米前）でした。今年

は米粒がふっくら大きく感じたのですが、昨年が５９．４キロだ

ったことを考えると少し減ったのでしょうか？袋に入っている状

態を見たところ，そんなに少ない感じはしなかったのですが…。

精米してどれくらいになるのでしょうか？気になるところです。

　保護者の皆様、お忙しい中お手伝いいただきありがとうござい

ました。　　　　　　　　　　　　

私たちは人間ですがなにか？

　毎回のことながら高学年の説明はみ

んなのやる気を奮い立たせます。

初体験の一年生も楽しく脱穀できまし

た。ぽかぽかのお日様を背中に浴びな

がら仲良く作業できました。


